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（平野）

　文化財愛護協会長を務める郷土史研究家の白
しらいし

石  哲
て つ お

夫さ
んと、市内に残る石仏や石碑をめぐる小さな旅へ。まちに息づ
く歴史や物語にふれてみませんか。
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　道路の片隅でよく見かける馬頭尊は、野仏の中でも最
も数が多く、市内では 362 体が確認されています。馬は、
農耕や運搬などに欠かせない存在だったため、「身

しんじょうばしら

上柱」
と呼ばれ、大切に扱われていました。
　今回紹介するのは、県道 56号線沿いの平野地区にあ
る馬頭尊碑群です。旧泉中学校から約 500m北上した
ところに、67 体の馬頭尊が並んでいます。これほど多
くの馬頭尊が 1カ所に並んでいるのは、県内でも珍し
いといわれています。最も古いものは文化 3（1806）
年のもので、大半は明治・大正時代に造られたものです。

　なぜこの場所にこれほど多くの馬頭尊が並んでいるの
でしょうか。その理由には、目の前を通る道路が深く関
係しています。ここから約12km上った高原山一帯では、
明治 40 年代から昭和 30 年代にかけて、大規模な薪

しんたん

炭
事業が行われていました。そこで焼かれた炭は、馬の背
に積まれて矢板駅まで運ばれていたのです。その運搬を
支えた大切な馬が亡くなると、人々はその供養のために
石仏を奉納しました。こうして、この場所に
は馬頭尊が 1体、また 1体と建てられ、現在
のような馬頭尊碑群になったのです。 地図はこちら

みんなでおぼえよう！手話 監修  　 　矢板市社会福祉協議会

『ごめんなさい』 『いいよ』
つまんだ右手人差し指と親指を
眉間にあて、頭を下げながら顔
の前で「お願い」をします。

立てた右小指の指先をあごに
2 回当てます。

2 回タップ

① ② 

家族でつなぐ、 卓球の輪

　2人の息子が卓球部に入ったこと
をきっかけに、指導に携わるように
なり、今年で教え始めて10年になり
ます。今では息子たちも指導者にな
り、それぞれの場所で子どもたちを
教えています。3人で指導するように
なって感じるのは、卓球を通して人
の輪がどんどん広がっていくことです。
中学生・高校生・大学生・社会人と、
世代を越えてつながりができていくの
も、この活動のいいところだと思い
ます。教えていた子どもたちが成長し
て、今度は指導する側になる。そう
やって、卓球をきっか
けにできたつながり
が、学校や世代を越
えて広がっていくのは
うれしいことです。
　これからも、
そんな輪をみ
んなでつない
でいけたらと
思います。

教えることが、 自分の成長に

　指導を始めたのは、大学１年生の
とき。「この子に教えたら、もっと
伸びそうだな」と思う子に出会い、
その子のために何かしてあげたいと
思ったことがきっかけでした。
　自分は感覚でプレーするタイプ
だったので、自分の考えを言葉にして
伝えることの難しさを感じていました。
ほかのチームの指導を見たり、子ど
もたちと向き合ったりする中で、少し
ずつ伝えるための言葉が増え、自分
自身も成長できたと感じています。
　これからも子どもたちと一緒に成
長しながら、技術だ
けでなく、卓球の
楽しさや仲間と取
り組む喜びも伝え
ていきたいです。

卓球を楽しむ気持ちを大切に

　小学 4年生の頃から、父と市の体
育館を借りて、趣味で卓球を始めま
した。練習に参加しているうちに、い
つの間にか子どもたちを教えるように
なり、専門学生になってから、本格
的に指導にも携わるようになりました。
　私は比較的子どもたちと年齢が近
いので、先生というより、友達や兄
弟のような感覚で接することができる
のかなと思います。気軽に話しても
らえるような雰囲気を大切にしながら、
まずは卓球を好きになってもらうこと
を心掛けています。
　試合に勝つ喜び
だけでなく、子ど
もたちの成長を
身近で見られるこ
とにもやりがいを
感じています。
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　新しい部活動のカタチ「地域クラブ活動」。その活動
内容や、運営を支える指導員の皆さんをご紹介します。

地域のチカラ、部活のミカタ。

地域クラブ指導員
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